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例会のお知らせ

◇７月例会

日時 ７月１３日（日）13 時半開場、14 時開会

会場 大阪府教育会館 ３Ｆ桜の間

報告 中尾恵子さん（一般社団法人日本ビルマ救援センター代表）

「ミャンマーの現状について－草の根の支援活動を通して」

民主化への道を進めていたミャンマーは、2021年 2月、軍のクーデターによって、
再び軍事政権の国へ戻ってしまった。民主化を求める市民への弾圧、抵抗勢力への空

爆は後を絶たず、打ちひしがれた市民に台風、洪水、大地震の天災が追い打ちをかけ

る。国内避難民の数は 350万人を超え、国民の 3人に 1人が支援を必要としている。
日本ビルマ救援センターは、草の根のネットワークを繋ぎ、軍の手に渡らず、直接被

災者に届ける支援活動を続けている。

◇８月例会

日時 8月 10 日（日）13 時半開場、14 時開会

会場 大阪府教育会館３Ｆ蘭の間

報告 山中康平さん コメンテイター 赤塚康雄さん（会員）

「大阪市の学童集団疎開史－受け入れ側・四国地方からの考察」

アジア・太平洋戦争中、大都市で暮らす子どもたちを対象に学童集団疎開が実施さ

れた。大阪市は子どもたちを集団疎開させたが、疎開先のひとつ四国（愛媛・香川・

徳島）は、どのように疎開児童を受け入れたのか。学童集団疎開史は多くの場合、「疎

開側」の立場で研究される。「受入側」からの研究は少なく、対象地域は東日本、近

畿、中国地方ばかりである。四国は資料的制約から研究が皆無に等しい。しかし、本

報告では報告者がつぶさに調べた地域資料と、埋もれていた史料を多分に用いる。空

白地帯の四国を統一的・体系的に実態調査を行うことは大阪市の学童集団疎開史の全

体像を明らかにする上で重要となる。

参加費 会員 400円 非会員 500円
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６月例会報告

岸 博実さん（日本盲教育史研究会事務局長）

「日本盲教育の歴史－文字への渇望：点字のない時ある時」

はじめに

およそ５０年ほど京都府立盲学校で働いてきました。盲学校のことも点字のことも一切

知らずに飛び込み、いつの間にか点字大好き人間になっていました。１５年前、その思い

を「つぶらなわたし」というエッセイに仕立てたのですが、それに曲がつくなんて予想も

しませんでした。

活躍した運動家たち

まず、大阪民衆史研究会の主旨に合わせて、顕著な運動家の紹介をします。京都盲唖院

を卒業し大正期の反軍運動に参加した盲人・小野兼次郎。大阪市立盲学校でエスペラント

を学び捕縛された磯崎巌（伊東三郎）と彼を支えた盲生たち。小野・伊東ともつながり、

プロレタリア音楽同盟で活躍し短期間ながら書記長もつとめ、うたごえ運動や労音活動に

もかかわった弱視の作曲家・守田正義などが挙げられます。

障がいの特性

視覚障がいのある人は、文字による障がいと歩く時の外界の様子が掴みにくいです。し

かし、抽象的概念を理解することに長けていると言われます。これは、聴覚障がいのある

人とは対照的で、聴覚障がいのある人は、具体的事象には理解力が高いですが、抽象的概

念は苦手な傾向にあるようです。

盲人の歴史

盲人の歴史を概観すると、琵琶法師は平家物語の全てを覚え、かつ琵琶を演奏すること

によって職業を得ました。江戸時代の針灸師も経血と体の仕組みに関する記憶と手の技で

職業を得ました。琴・三味線の師匠も多くは盲人。金融業にも携わり、江戸幕府公認の座

頭金によって経済力を蓄えました。排除ではなく、社会の中で一定の位置を占めてきまし

た。それに対し、ヨーロッパでは盲人は貧困に追いやられましたが、就く職種は幅広かっ

た。日本では盲人はある程度豊かだが、職種は限られます。

杉山和一が鍼を直接打つのではなく鍼管を発明して、その後の針灸師の活躍をもたらし

ました。世界初の盲学校は１７００年代のパリですが、既に杉山和一は１６００年代に鍼

灸の学校を創設しました。

点字に到る文字の歴史

文字の発明は紀元前６０００年くらい。甲骨文字も楔形文字もヒエログリフも堅い素材

に刻むことは共通。パピルスから紙の発明は大きなことですが、盲人にとっては平面の文

字は縁のないものになってしまいました。江戸期の葛原勾当は、日記をハンコを用いて書



大阪民衆史研究会報 ６月号 （３）

きました。文字への渇望の証明です。ヨーロッパでは、アルファベットの凸字が考え出さ

れましたが、画数が多いのでアルファベットの画数を省略したムーンタイプがイギリスで

開発されました。今でも一部に使用されています。のち、フランスでシャルル・バルビエ

が１２点による点字を軍事用の暗号として開発したものを盲人用に転用。それをルイ・ブ

ライユ少年が１５歳の時、半分の６点に改良。禁止されましたが、便利なので隠れて使用

されました。そして彼の死後、全世界へ広がりました。楽譜が書きたかったのが最初の動

機でした。点字ができて２００年ですが、８０００年の長い文字の歴史では「新人」です。

１８７８年、京都盲唖院を古河太四郎が創設しました。もうすぐ１５０年になります。

１８８２年の東京の教育博物館の要覧に「点字」という表記がありますが、東京の石川倉

次が日本で初めて点字を創設しました。古河太四郎は点字に依らず「盲生背書掌書之法」

といって背中と掌をノート替わりにする方法を用いましたが、これは消える文字、揺れる

文字という弱点がありました。次の段階では木に刻む文字。さらに蝋盤文字で文字を書く

練習。そして鉄筆で力を入れて書く（左右逆になるが痕跡を読み取る）。左右対称文字を

考え出す。その一方、石川倉次が東京盲唖学校の教員・生徒と共に会議を４回開いて点字

を確立しました。４回目の会議の日である１８９０年１１月１日が日本の点字創設の日と

なっています。それ以来、生徒の復習、手紙、作文、読書、生徒会の投票、記録・保存、

印刷等が可能となりました。創作や情報共有が可能になったのは画期的なこと。点字投票

は日本が世界で最初です。６点全てを打ち出した文字は「め」であるのは意図的に「目」

にしたようです。

さいごに

最後にお伝えしたいことは、盲導犬の入店拒否問題や、点字ブロックの上に物を置く、

立ち話をする等の課題があることを知っておいていただきたいということです。

質疑応答

（問）耳の不自由な方へのサポートシステムのＩＴ化や多言語化が進んでいるが、目の不

自由な方へのサポートシステムのＩＴ化等の現状はどうか？

（答）当事者をボランティアの方がスマホを

通じて遠隔からサポートするシステム等も開

発されている。

（問）読書バリアフリー法のもとＡＩによる

電子書籍読み上げソフトの開発など、点字離

れが進む傾向にあるが…

（答）ＩＴ化の流れは止められずまたそれも

大事なことだが、点字はストップしたり戻っ

たり自分のペースで読むことができる。また

自分の文字として思考と結びつけつつ自分の
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表現を形作るものとして、書く点字はやはり必要。

（問）琵琶法師の中で蟬丸が神格化されたり、江戸幕府が検校を大名並みに扱ったり、近

代ならともかく中・近世において盲人に対する保護制度があったのはなぜか？

（答）耳の不自由な人と違って、一見して気づきやすい。人康親王が盲人であったことや、

江戸時代、各藩を移動して情報を得られる立場にあったことなどが有利に働いいた可能性

もあるかも知れない。

（問）エロシェンコが盲唖学校の教員養成に関わっていたか？

（答）岩橋武夫（日本ライトハウスの創始者）や鳥居篤治郎（京都ライトハウス）と関西

の盲学校でエスペラント教育を広げる運動に携わっていたが、教員養成に直接関わってい

たかははっきりとは分からない。今後の課題である。

※紙面の都合上、一部しか取り上げられなかったことをお詫びします。

当日の参加者は、報告者の岸博実さんの他、日下恭子さん、竹田芳則さん、林耕二さん、

松浦由美子さん、山﨑義郷さん、平島将史の計７名でした。 （文責・平島将史）

＜会員からのお便り＞

●大町英三さん（堺市）「学術会議解体法案の廃案を」

戦争への道を許してはならない！学術会議解体法案の参議院強行採決に満身の怒りを込

めて抗議する！なんとしても廃案に。強く要求する！！多くの方の国会前座り込みを讃え

たい。野党は市民大学人弁護士と共に最後まで闘え！！

●髙谷 均さん（高石市）「古本市で発見」

四天王寺の古本市で東洋文庫の西原亀蔵自伝を見つけた（￥５００）。＊段祺瑞の北京

政府と西原借款、山東権益などの空白がうかがえるかも。ここも日中両国史の穴です。近

場では上神谷街道と上神谷妙見が気がかり。＊街道沿いに鈴木貫太郎の生地（関宿藩久世

氏の陣屋跡）がある。公武合体の久世広周の分地です。彼を調べてたら長州の長井雅楽と

昵懇だったようで、高杉の上海派遣に充分関わりありそうです。裏付け史料がないですが、

長州の高杉が参加させられた事情もわかろうというもの。

●山崎義郎さん（川西市）「憲法九条守れ！スペイン人も飛び入り参加」

6月 9日第 233回目の「9の日のパレード」が大阪市内で行われ 30人が参加しました。
梅雨入り宣言直後でお天気が心配でしたが、パレード中は何とか小雨ですみました。中之

島公会堂前の広場での出発集会は新興詩吟会大阪支部の「憲法 9条」吟詠で始まり、呼び
かけ人の大仲直美さんが挨拶。「中之島公園散策中の外国人の方が、この集会は何ですか？

と寄ってこられたので、憲法 9条を守って世界中の戦争を止めさせる目的と説明すると、
スペイン人の方が共感され、私も一緒に参加すると表明され、今この場におられます」と

紹介。歓迎の拍手を送りました。中央区自治体学校校長の藤原一郎さんは「今国会で学術

会議解体をめざす法人化法案が強行採決されようとしているが、新たな戦前にしようとす

るもので、断固阻止しよう」と呼びかけました。
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トランプ政権によるイラン攻撃を糺弾する

大阪民衆史研究会運営委員会

イラン核施設への攻撃

6月 21日、トランプ大統領がイラン領内 3ヶ所の核施設を攻撃したことを発表した。
施設は、ウラン濃縮施設の「フォルドウ」、「ナタンズ」とウラン転換施設の「イスファハ

ン」の 3ヶ所である。米軍の攻撃は、「フォルドウ」に対しては、Ｂ２爆撃機による地下
貫通型爆弾バンカーバスターが 6発、他の施設は巡航ミサイル・トマホークが 30発撃ち
込まれた。その後の衛星写真では、「フォルドウ」施設付近には爆弾が投下された穴が６

か所空いていることが確認されている。附近には村落があり、施設破壊による放射能汚染

も危惧されている。トランプ大統領は攻撃を「力による平和」と勝ち誇っているが、今回

の攻撃は、国連憲章が定める「国際関係において、武力による威嚇又は武力の行使を、い

かなる国の領土保全又は政治的独立に対するものも・・謹まなければならない」（第二条 4
項）とする規定に反し、原子炉など核施設への攻撃を禁じるジュネーブ条約にも反するも

のであり、国連憲章と国際法に反するまったく野蛮な行為であり、「力による平和」など

ありえない。私たちは、トランプ政権の蛮行を許さず、断固糺弾するものである。

イラクの轍をふむ捏造証拠による攻撃

トランプ政権の米国情報機関を統轄する国家情報長官ギャバード氏は、米国の「情報機

関はイランが核兵器を製造していないと、引き続き分析している」と 3月に述べている。
同氏は最近、広島の惨状にふれて、核兵器の危険性について自身のＨＰでも訴えているこ

とでも注目されている。トランプ大統領は、ギャバード氏の発言を「まちがいだ」と無視

している。かつて、イラクに「大量破壊兵器が存在する」ことを口実にブッシュ政権が強

行したイラク戦争はアメリカを泥沼に陥れたが、のちに「大量破壊兵器」は存在しなかっ

たことが明らかにされた。今回のイラン攻撃はトランプ大統領とイスラエルがイランは「核

兵器保有間近」として攻撃を正当化しており、捏造された証拠に基づいて強行されたイラ

ク戦争の轍を踏むものである可能性が高い。

国際世論によるトランプ政権包囲を

22日国連安全保障理事会が緊急会合を開き、グテレス事務総長は「いま報復に次ぐ報
復という泥沼におちいる危険がある」として、外交交渉再開、国連憲章と国際法の順守を

訴えた。各国からも米国の空爆は武力の行使、武力による威嚇を禁止した国連憲章に違反

しているとの批判が巻き起こった。トランプは、内外世論の批判を恐れ、停戦合意を急い

で自分がつけた火消しにやっきとなっている。大阪民衆史研究会は、第 2次大戦後に確立
された国連憲章と日本国憲法九条に基づく世界平和を守る立場から、今回のトランプ政権

とイスラエルが行った犯罪行為を糺弾する。そして私たちは、誰であろうと今後も武力に

よる威嚇と武力の行使により平和の国際秩序を破壊する者を決して許さない。
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1946 年南海地震と終戦後の社会（最終回）

－祖父亀太郎の戦後日記に見る地震と世相

林 耕二

四月総選挙

「２．１スト」禁止の１週間後の 1947年２月７日、マッカーサーは吉田首相に、議会
終了後すみやかに総選挙を行うことを命じた。第９２議会（旧憲法下最後の議会）は、新

憲法実施にともなう国会法・地方自治法・教育基本法などを制定し、大選挙区制限連記制

を中選挙区単記制にもどす選挙法改正を可決、３月３１日に閉会した。「帝国議会」は閉

幕し、貴族院と枢密院は廃止された。これで、選挙を通じて衆議院・参議院からなる国会

が国権の最高機関となった。4月は「四月選挙」と称され、5日の地方自治体首長選挙、20
日は第一回参議院議員選挙、２５日は戦後２回目の衆議院総選挙、30日に地方議会議員
選挙が続いた。2月 3日の大阪朝日「第三回世論調査」を祖父が日記に書き留めている。
第 1問 「吉田内閣ヲ支持スルカ」（調査人数は有権者の 180分の 1、204、000人）
支持スル 46，135人 28％
支持シナイ 79，127人 48％
支持・不支持なし 37，227人 22％
回答合計 162，489人
回答なし 41,511人

祖父は（吉田内閣への）反対者の割合を 204000名分の 79127名、38％とし、「全国有
権者 180分の 1の 204、000人を対象とせるもの真の世論と見るよりは如斯偏調は世を迷
はす危険率甚だ多し害あって毫も益なし」と、調査が偏向していると批判している。

第 2問 「支持スル政党」（1947年 2月 3日現在）
日本自由党（戦前の立憲政友会党系、吉田 茂が総裁） 42、256人 ２６％

日本進歩党（戦前の立憲民政党系、町田忠治が総裁） 20、951人 １２％

日本社会党（戦前の旧無産政党が集合、書記長片山哲） 73、124人 ４５％

協同民主党（戦前に産業組合運動に従事した指導者らが結成）7、295人 ４％

国民党 2、415人 １％

日本共産党（1945年以後合法的活動を再開） 8、299人 ５％

その他 1、559人 １％

中立 6、090人 ３％

祖父は「結局社会党方面の投票に偏すと見る」とし、政党の支持階級についての分析を

している。「自由党は地主 44%、事業主、自作農。進歩党も同様。社会党は、労働者 59%、
教員、会社員、学生、公務員、失業者」と書いているが出所資料は不明。

1年前の 1946年の第 22回総選挙で日本自由党が第一党となったが、総裁の鳩山一郎が公
職追放となり、吉田茂が総裁となり、日本自由党と日本進歩党の連立で吉田茂内閣が成

立した。1947年マッカーサーが、吉田に総選挙を指示したことを契機に、政界再編がす
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すんだ。日本進歩党の全員と、日本自由党の芦田 均ら 9名、国民協同党から 15名が参
加して民主党が選挙直前に結成された。解散直前は、民主党が衆議院第一党であった。

のちに、1955年の民主党、自由党の保守合同による自由民主党が成立、保守が議席の 3
分の 2、社会党など革新が 3分の 1を維持する 55年体制が成立することになる。このバ
ランスが大きく崩れると憲法改正問題が具体的に引き起こされるようになる。

1947 年 4 月 25 日第 23 回総選挙結果－片山内閣の成立

当日は金曜日、天気は快晴。祖父は、「病体を押し公会堂に行き」投票したとある。

祖父は、「何れを見ても山家育ちの○○○政治家らしきものなし」といつもの悪態をつい

ているが、「松本に同情的投票をなす、余り感服した男でなし」と記し、社会党の松本（真

一）候補に投票したらしい。これは祖父としては意外な投票先であった。当時の和歌山 2
区（田辺、新宮、有田、日高、西牟婁、東牟婁）の候補者は、松本真一（社会）、早川祟

（国民）、世耕弘一（自由）、田淵光一（自由）、山下為雄（共産）他計 10名であった。和
歌山県は、1946年の第 22回総選挙は全県区で 6名（山口喜久一郎《自由》、斎藤てい《進
歩》、世耕弘一《自由》、小野真次《自由》、早川 崇《無》、池村平太郎《中立》）が当選

者であった。今回は、昭和 3年以来の 2区制にもどり、和歌山 1区の当選者は、田中織之
進（社会）、山口喜久一郎（自由）、今村長太郎（自由）で、2区は、松本真一（社会）、
世耕弘一（自由）、早川崇（国民協同党）であった。1位当選の松本真一氏は静岡県出身
だが父の郷里が龍神村で 4歳で郷里に帰った。東京帝大法学部卒業後台湾銀行に入行、昭
和 15年和歌山商工会議所書紀長となり、のち『紀南新聞』『日刊熊野太陽』の発刊、県会
議員などを経て中国に渡り、帰国後、第 23回総選挙で当選した。
選挙結果は全国的にも社会党が躍進し、143議席（前回 99）を獲得、自由党が１３１

（前回 139），民主１２４（前回 143）で、3党が伯仲することになった。新憲法下最初の
首班指名選挙で衆参両院はほぼ満場一致で社会党委員長の片山 哲を首相に選出した。片

山は、社会党、民主党、国民協同党を支持基盤として連立内閣を組織した。

この選挙で、当初「30名から 50名は確実と観測されていた共産党」（「占領と民衆運動」
『日本民衆の歴史 10』）は 4議席を得ただけであった。その背景にはＧＨＱが、総司令部
の公式見解として日本共産党を「民主主義の破壊者」と呼び、「民主主義を守るためには

共産党に投票するな」と選挙民に訴えるはげしい反共宣伝を行ったことがあった。

ＧＨＱは、「日本の内政が『中道』を歩んでいる」ことの証として、片山内閣誕生を祝

した。片山内閣は、前の政権党である自由党をふくめた四党政策協定をむすび、民主党が

提起した「極右、極左主義反対」「重要機密を漏洩しない」「社会不安をひきおこすおそれ

のある一切の行動をしない」という連立三条件でしばられ、本質的にはこれまでの自由党

内閣の延長線上の内閣であった。さらに、これまで日本共産党をふくむ統一戦線を支持し

てきた社会党左派の鈴木茂三郎、加藤勘十が、「共産党と一線を画す」声明を発表して統
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一戦線に背をむけることとなった。その後片山内閣は、国民が社会党に期待した革新的公

約を実行することはなかった。実質賃金は戦前の 2分の 1以下となる 1800円ベースが押
しつけられ、「新物価体系」などは国民に耐乏生活を強要するものであった。「神戸では主

食の配給が６月以降一ヶ月に６日分の計画遅配になり副食物の配給はほとんどなくなっ

た。」神戸中央電信局の家族寮の主婦代表が局長に面会し「一ヶ月分の給料は１０日分し

かもたない」と要望し、独身寮の寮生は「食糧がなくて出勤できない」と言った（前掲書）。

片山内閣は、一方で政府の資金と資材を、石炭、鉄鋼、肥料の重点産業に集中する「傾

斜生産方式」という大企業優先政策をすすめ、冷戦対応にシフトを切り替えつつあったア

メリカの占領政策に従って国民を犠牲にした独占資本復活政策をすすめた。労働運動が再

燃し、全逓（「逓信省、のちの郵政省と電気通信省」の組合）の「集団欠勤」闘争が拡大

し、郵便局での欠勤が増え、郵便の欠便が増加した。片山内閣は、これは悪質な「山猫争

議」（中央指導部の指示に従わない争議行為）だと警告声明を発した。全逓本部は、「片山

内閣は労働者の代表と公言しながら、われわれをついに山猫呼ばわりし、ファッショ的弾

圧に出ようとしている」と声明を発表した（前掲書）。労働時間内の職場大会が拡がり、

東京中央郵便局では、「1500カロリー勤務」と称し、ふだんの 4割の勤務をした。中労委
の調停案として、11月中に臨時給与委員会を設けて新給与案を作成し、来年 1月から実
施することと、とりあえず生活補給金として 1800円水準の 2，8ヵ月分を支給すること
を内容としていた。片山内閣は財源がないと難色を示したが、労組の闘争が再燃、最終的

にＧＨＱが事態収集を要請して闘争の峠は越した。生活補給金の残金 0，8ヵ月分支出を
めぐり 1月国会では予算案を鉄道運賃と郵便料金を 2倍に引き上げ、生活補給金にあてよ
うとした。全官公庁労働組合は大衆課税の責任を労働組合に押しつけるものとして反対運

動を起こした。補給金支給は 1月に行われたが財源問題は解決せず、2月の予算委員会で
は左派社会党の黒田寿男委員が提案した運賃・郵便料金値上げ撤回、予算組み替え動議に

社会党右派の委員も賛成して可決された。片山内閣は 2月 10日総辞職した。

祖父の置き土産－婦人参政権啓発ポスター

1947年 7月 12日、この頃祖父は、すでに病床についていたが、田辺市で 68歳で亡く
なった。祖父の日記は、父が保管していたものを私が受けつぎ今回公表できたものである。

紙は当時貴重で、日記の紙は何かの裏紙を使っているのだが、中に傑作なものがあった。

戦後、婦人参政権がはじめて認められた。その啓発ポスター（1946年～７年か）らしい。
「此度、婦人方の投票が物を云ふ時期が参りました。そこで私は、次のやうな三條を期待

したいと思います。一、皆さんは、男性よりも忠実です。従って棄権をして、折角の権利

をむだにはなさらないでせう。一、皆さんは、御婦人独特の、正義感を持って居られます。

他に煩わされずに、政見の正邪を御自身で判断せられるでせう。一、皆さんは、男性より

もずっと鋭い、直感力といふか、一種のカンを持って居られます。人物の真偽を、そのカ

ンで嗅ぎ分け、必ず眞ものに投票せらるでせう。 文部省」


